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暦
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背
代
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座
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現
（
宿
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日
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二
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０
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五
十
治
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年
二
八
八
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。
る
れ
ま
生
で
）
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四
九
八
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争
戦
清
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四
〇
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争
戦
露
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四
一
九
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戦
大
界
世
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一
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災
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戦
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界
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年
十
三
治
明
年
七
九
八
一

14

学
小
間
座
の
在
現
（
校
学
小
間
座
等
高
常
尋
歳

。
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校
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。
る
す
退
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、
し
化
悪
が
気
病
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治
明
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一
〇
九
一

18

」
会
し
話
お
の
夜
「
で
宅
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に
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も
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子
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。
る
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功
の
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年
青
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。
る
け
受
を
彰
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事
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和
昭
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八
三
九
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。
る
な
く
亡
、
日
九
月
七
歳

絵
・
文
【

　

】
介
紹
者
作

務
勤
に
校
学
中
小
内
市
間
座
、
は
亮
沖
藤
・
子
綾
野
平
・
子
敦
田
倉
・
修
川
古

と
た
い
て
し
属
所
に
会
員
究
研
題
課
育
教
の
所
究
研
育
教
市
、
り
あ
で
員
教
る
す

篤
田
倉
。
た
し
筆
執
を
章
文
の
回
今
、
べ
調
を
料
資
る
す
関
に
貞
利
木
鈴
、
に
き

。
た
し
当
担
を
絵
挿
、
で
員
教
の
科
術
美
る
す
務
勤
に
校
学
中
内
市
、
は
子
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座間市民球場
  ざ　  ま   し   みんきゅうじょう

相武台前駅
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かにがさわ公園
こう えん

県立谷戸山公園
けん りつ    や     と   やま  こう  えん

市民体育館
し   みん たい  いく  かん

リサイクルプラザ

東分署
ひがしぶんしょ

かしわ台駅
  だい えき

座間郵便局
  ざ   ま   ゆう  びんきょく

総合福祉センター
そう ごう  ふく   し

相模川グラウンド
さ が み   がわ

西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
八
二
年
明
治
十
五
年
０
歳
十
二
月
九
日
、
河
原
宿
（
現
在
の
座
間
二
丁

目
）
で
生
ま
れ
る
。

一
八
九
四
年

日
清
戦
争

一
九
〇
四
年

日
露
戦
争

一
九
一
四
年

第
一
次
世
界
大
戦

一
九
二
三
年

関
東
大
震
災

一
九
三
九
年

第
二
次
世
界
大
戦

一
八
九
七
年
明
治
三
十
年
14
歳
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
（
現
在
の
座
間
小
学

校
）
の
高
等
科
を
卒
業
す
る
。

神
奈
川
県
尋
常
中
学
校
（
現
在
の
県
立
希

望
ヶ
丘
高
校
）
に
編
入
す
る
。

一
八
九
九
年
明
治
三
二
年
16
歳
病
気
が
悪
化
し
、
中
学
校
を
中
退
す
る
。

一
九
〇
一
年
明
治
三
四
年
18
歳
子
ど
も
た
ち
に
自
宅
で
「
夜
の
お
話
し
会
」

を
始
め
る
。

一
九
〇
二
年
明
治
三
五
年
19
歳
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
先
生
と
な
る
。

一
九
二
三
年
大
正
十
二
年
40
歳
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
先
生
を
や
め
、
県

立
厚
木
中
学
校
（
現
在
の
厚
木
高
校
）
の
先

生
に
な
る
。

一
九
二
七
年
昭
和
二
年
44
歳
青
年
教
育
の
功
に
よ
り
、
高
松
ミ
キ
と
県
知

事
表
彰
を
受
け
る
。

一
九
三
八
年
昭
和
十
三
年
55
歳
七
月
九
日
、
亡
く
な
る
。

【
文
・
絵

作
者
紹
介
】

古
川
修
・
倉
田
敦
子
・
平
野
綾
子
・
藤
沖
亮
は
、
座
間
市
内
小
中
学
校
に
勤
務

す
る
教
員
で
あ
り
、
市
教
育
研
究
所
の
教
育
課
題
研
究
員
会
に
所
属
し
て
い
た
と

き
に
、
鈴
木
利
貞
に
関
す
る
資
料
を
調
べ
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
倉
田
篤

子
は
、
市
内
中
学
校
に
勤
務
す
る
美
術
科
の
教
員
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。
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7 心豊かな教育を目指した幼年会

明
治
中
頃
の
座
間
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
農
家
で
、
米
・
麦
な
ど
を
作
っ
た
り
蚕
か
い
こ

を
育
て
た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
い
を
し
て
暮く

ら
し
を
支

え
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
な
か
に
は
、
田
や
畑
を
借
り
て
い
る

小こ

作さ
く

農
家
も
あ
り
ま
し
た
。
農
家
の
仕
事
だ
け

で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
家
も
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
他
の
家
の
手
伝
い
や
遠
く
の
町
に
住

み
こ
み
で
働
き
に
行
く
た
め
、
学
校
に
行
け
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
徳
川
幕ば

く

府ふ

は
全
国
的
に
村

と
村
が
互
い
に
反
目
し
合
い
、
農
民
の
力
が
結

集
し
な
い
よ
う
に
仕
向
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
風ふ

う

潮ち
ょ
う

は
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
根
強
く
残

り
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
は
、
な
ぜ
だ
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
村
の
中
で
も
他
の
集
落
の

蚕カ
イ
コ
ガ
の
幼
虫
。

桑く
わ

の
葉
を
食
べ
、繭ま
ゆ

を
作
る
。

そ
の
繭
か
ら
生き

糸い
と

を
と
る
。

こ
の
こ
ろ
座
間
で
は
生
糸
の

生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
。

小
作
農
家

地
主
か
ら
土
地
を
借
り
、
小

作
料
を
払
っ
て
そ
の
土
地
を

自
ら
耕
し
、
農
業
を
営
む
農

家
。

当時の座間村の様子
円教寺境内で 幼児の子守をする子ども
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西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
八
二
年
明
治
十
五
年
０
歳
十
二
月
九
日
、
河
原
宿
（
現
在
の
座
間
二
丁

目
）
で
生
ま
れ
る
。

一
八
九
四
年

日
清
戦
争

一
九
〇
四
年

日
露
戦
争

一
九
一
四
年

第
一
次
世
界
大
戦

一
九
二
三
年

関
東
大
震
災

一
九
三
九
年

第
二
次
世
界
大
戦

一
八
九
七
年
明
治
三
十
年
14
歳
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
（
現
在
の
座
間
小
学

校
）
の
高
等
科
を
卒
業
す
る
。

神
奈
川
県
尋
常
中
学
校
（
現
在
の
県
立
希

望
ヶ
丘
高
校
）
に
編
入
す
る
。

一
八
九
九
年
明
治
三
二
年
16
歳
病
気
が
悪
化
し
、
中
学
校
を
中
退
す
る
。

一
九
〇
一
年
明
治
三
四
年
18
歳
子
ど
も
た
ち
に
自
宅
で
「
夜
の
お
話
し
会
」

を
始
め
る
。

一
九
〇
二
年
明
治
三
五
年
19
歳
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
先
生
と
な
る
。

一
九
二
三
年
大
正
十
二
年
40
歳
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
先
生
を
や
め
、
県

立
厚
木
中
学
校
（
現
在
の
厚
木
高
校
）
の
先

生
に
な
る
。

一
九
二
七
年
昭
和
二
年
44
歳
青
年
教
育
の
功
に
よ
り
、
高
松
ミ
キ
と
県
知

事
表
彰
を
受
け
る
。

一
九
三
八
年
昭
和
十
三
年
55
歳
七
月
九
日
、
亡
く
な
る
。

【
文
・
絵

作
者
紹
介
】

古
川
修
・
倉
田
敦
子
・
平
野
綾
子
・
藤
沖
亮
は
、
座
間
市
内
小
中
学
校
に
勤
務

す
る
教
員
で
あ
り
、
市
教
育
研
究
所
の
教
育
課
題
研
究
員
会
に
所
属
し
て
い
た
と

き
に
、
鈴
木
利
貞
に
関
す
る
資
料
を
調
べ
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
倉
田
篤

子
は
、
市
内
中
学
校
に
勤
務
す
る
美
術
科
の
教
員
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。
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7 心豊かな教育を目指した幼年会

明
治
中
頃
の
座
間
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
農
家
で
、
米
・
麦
な
ど
を
作
っ
た
り
蚕
か
い
こ

を
育
て
た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
手
伝
い
を
し
て
暮く

ら
し
を
支

え
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
な
か
に
は
、
田
や
畑
を
借
り
て
い
る

小こ

作さ
く

農
家
も
あ
り
ま
し
た
。
農
家
の
仕
事
だ
け

で
は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
家
も
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
他
の
家
の
手
伝
い
や
遠
く
の
町
に
住

み
こ
み
で
働
き
に
行
く
た
め
、
学
校
に
行
け
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
徳
川
幕ば

く

府ふ

は
全
国
的
に
村

と
村
が
互
い
に
反
目
し
合
い
、
農
民
の
力
が
結

集
し
な
い
よ
う
に
仕
向
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
風ふ

う

潮ち
ょ
う

は
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
根
強
く
残

り
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
は
、
な
ぜ
だ
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
村
の
中
で
も
他
の
集
落
の

蚕カ
イ
コ
ガ
の
幼
虫
。

桑く
わ

の
葉
を
食
べ
、繭ま
ゆ

を
作
る
。

そ
の
繭
か
ら
生き

糸い
と

を
と
る
。

こ
の
こ
ろ
座
間
で
は
生
糸
の

生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
。

小
作
農
家

地
主
か
ら
土
地
を
借
り
、
小

作
料
を
払
っ
て
そ
の
土
地
を

自
ら
耕
し
、
農
業
を
営
む
農

家
。

当時の座間村の様子
円教寺境内で 幼児の子守をする子ども
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者
と
会
う
と
、
け
ん
か
し
、
の
の
し
り
あ
う
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
世
の
中
の
あ
り
方
に
疑ぎ

問も
ん

を
持
ち
、
村
の
子
ど
も
た
ち
を
何
と
か
し
て
正
し

く
導
こ
う
と
考
え
て
い
た
青
年
の
ひ
と
り
が
鈴
木
利と

し
さ
だ貞

で
し
た
。

本
好
き
な
利
貞

利
貞
は
、
明
治
十
五
年
（
１
８
８
２
年
）
十
二
月
九
日
、
座
間
村
の
河か

原わ
ら

宿じ
ゅ
く

（
現
在
の

座
間
二
丁
目
）
で
代
々
農
業
を
し
て
い
た
家
の
次
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
家
は
小
作

農
家
の
年ね

ん

貢ぐ

に
よ
っ
て
生
活
す
る
地じ

主ぬ
し

で
は
な
く
て
、
自み
ず
から

働
く
自
営
農
家
で
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
利
貞
は
体
が
弱
く
、
よ
く
熱
を
出
し
ま
し
た
。
長
男
が
幼お

さ
なく

し
て
亡な

く
な
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
大
切
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
六

歳
に
な
っ
て
、
座
間
中な

か

宿じ
ゅ
く

の
不ふ

動ど
う
そ
ん尊
の
前
に
あ
っ
た
真し
ん

誠せ
い

小
学
校
（
座
間
小
学
校
の
前
身
）
へ
通
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
途
中
で
ガ
キ
大だ

い

将し
ょ
う

に
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
こ
わ

ガ
キ
大
将

い
た
ず
ら
な
子
供
た
ち
の
か

し
ら
。
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の
で
、
い
つ
も
家
の
誰だ
れ
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に
門か
ど

口ぐ
ち

で
見
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

利
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は
、
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
そ
れ
に
は
、
竹
小お

父じ

と
い
う
、
親し
ん
せ
き戚

で
は

な
い
け
れ
ど
利
貞
の
家
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
人
物
の
影え

い

響き
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
竹
小

父
か
ら
、
昔
話
や
歴
史
の
物
語
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
、
幼
い
利
貞
に
と
っ
て
大
き
な
楽
し

み
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
自
然
と
広
い
世
界
に
眼
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
竹
小
父
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
面お

も
し
ろ白
い
話
を
知
っ
て
る
の
？
」
と
尋た
ず

ね
る
と
、

「
そ
れ
は
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
だ
か
ら
さ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
自
分
も
竹
小
父
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
は
子
ど
も

向
け
の
本
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
、
利
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は
大
人
向
け
の
本
を
友
だ
ち
や
学
校
の
先

生
に
借
り
た
り
、
交こ

う
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り
し
て
読
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で
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
十
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小
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を
卒
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す
る
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ま
で
に
は
、『
伊
勢
物
語
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徒つ
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』『
三さ
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国ご
く

志し
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な
ど
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。

伊
勢
物
語

平
安
時
代
の
歌
物
語
。

徒
然
草

鎌
倉
時
代
の
随ず
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ひ
つ筆

。作
者
は
、

兼
好
法
師
。

三
国
志

中
国
の
魏ぎ･

呉ご･

蜀し
ょ
く、
三

国
の
史
書
。
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の
で
、
い
つ
も
家
の
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れ
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ど

口ぐ
ち

で
見
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

利
貞
は
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を
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で
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と
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で
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ど
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貞
の
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の
手
伝
い
を
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た
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の
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ょ
う

が
あ
り
ま
す
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こ
の
竹
小
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か
ら
、
昔
話
や
歴
史
の
物
語
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
、
幼
い
利
貞
に
と
っ
て
大
き
な
楽
し

み
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
自
然
と
広
い
世
界
に
眼
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
竹
小
父
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
面お

も
し
ろ白
い
話
を
知
っ
て
る
の
？
」
と
尋た
ず

ね
る
と
、

「
そ
れ
は
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
だ
か
ら
さ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
自
分
も
竹
小
父
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
は
子
ど
も

向
け
の
本
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
、
利
貞
は
大
人
向
け
の
本
を
友
だ
ち
や
学
校
の
先

生
に
借
り
た
り
、
交こ

う
か
ん換
し
た
り
し
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
十
四
歳さ
い

で
高
等
小

学
校
を
卒
業
す
る
年
ま
で
に
は
、『
伊
勢
物
語
』『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』『
三さ
ん

国ご
く

志し

』
な
ど
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。

伊
勢
物
語

平
安
時
代
の
歌
物
語
。

徒
然
草

鎌
倉
時
代
の
随ず
い
ひ
つ筆

。作
者
は
、

兼
好
法
師
。

三
国
志

中
国
の
魏ぎ･

呉ご･

蜀し
ょ
く、
三

国
の
史
書
。
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者
と
会
う
と
、
け
ん
か
し
、
の
の
し
り
あ
う
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
世
の
中
の
あ
り
方
に
疑ぎ

問も
ん

を
持
ち
、
村
の
子
ど
も
た
ち
を
何
と
か
し
て
正
し

く
導
こ
う
と
考
え
て
い
た
青
年
の
ひ
と
り
が
鈴
木
利と

し
さ
だ貞
で
し
た
。

本
好
き
な
利
貞

利
貞
は
、
明
治
十
五
年
（
１
８
８
２
年
）
十
二
月
九
日
、
座
間
村
の
河か

原わ
ら

宿じ
ゅ
く

（
現
在
の

座
間
二
丁
目
）
で
代
々
農
業
を
し
て
い
た
家
の
次
男
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
家
は
小
作

農
家
の
年ね

ん

貢ぐ

に
よ
っ
て
生
活
す
る
地じ

主ぬ
し

で
は
な
く
て
、
自み
ず
から

働
く
自
営
農
家
で
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
の
利
貞
は
体
が
弱
く
、
よ
く
熱
を
出
し
ま
し
た
。
長
男
が
幼お

さ
なく

し
て
亡な

く
な
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
大
切
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
六

歳
に
な
っ
て
、
座
間
中な

か

宿じ
ゅ
く

の
不ふ

動ど
う
そ
ん尊
の
前
に
あ
っ
た
真し
ん

誠せ
い

小
学
校
（
座
間
小
学
校
の
前
身
）
へ
通
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
途
中
で
ガ
キ
大だ
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将し
ょ
う

に
い
じ
め
ら
れ
る
の
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こ
わ

ガ
キ
大
将
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た
ず
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子
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か
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進
学
と
挫ざ

折せ
つ

明
治
三
十
年
（
１
８
９
７
年
）、
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
利
貞
は
、
こ

の
年
に
で
き
た
横
浜
の
神
奈
川
県
尋じ

ん

常じ
ょ
う

中
学
校
（
現
在
の
県
立
希
望
ヶ
丘
高
校
）
を
受
験

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
父
親
は
利
貞
の
身
体
が
弱
い
こ
と
を
心
配
し
て
進
学
に
反
対
し

て
い
ま
し
た
が
、
利
貞
の
家
に
下
宿
し
て
い
た
小
学
校
の
諏す

わ訪
先
生
と
母
親
が
父
親
を
説

得
し
て
く
れ
ま
し
た
。
諏
訪
先
生
は
、
新
任
と
し
て
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
に
赴ふ

任に
ん

し
、

夜
に
は
利
貞
と
一
緒
に
机
を
並
べ
て
勉
強
し
て
い
た
の
で
、
利
貞
の
熱
心
さ
を
十
分
に
理

解
し
て
い
ま
し
た
。
母
親
は
、
学
問
を
大
切
に
し
て
き
た
家
の
生
ま
れ
で
、
利
貞
の
進
学

を
応お

う
え
ん援

し
て
く
れ
ま
し
た
。
利
貞
は
期
待
に
応こ
た

え
よ
う
と
懸け
ん
め
い命

に
勉
強
し
、村
の
仲
間
、四
、

五
人
と
と
も
に
中
学
校
二
年
生
の
編
入
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
利
貞
は
合
格
し
二
年
生
に

編
入
し
ま
し
た
が
、
他
の
者
は
合
格
し
な
か
っ
た
の
で
、
一
年
生
に
入
学
し
ま
し
た
。
他

の
者
よ
り
ひ
と
つ
上
の
学
年
に
編
入
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
猛も

う
れ
つ烈
な
勉
強
が
始

ま
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県
尋
常
中
学
校

神
奈
川
県
内
最
初
の
中
学

校
。

利
貞
は
開
校
し
た
年
に
受
験

し
て
い
る
。

受
験
に
反
対
し
て
い
た
父
親

が
、
二
年
に
編
入
す
る
な

ら
中
学
を
受
験
し
て
も
よ
い

と
、
利
貞
に
と
っ
て
厳
し
い

条
件
を
つ
け
た
。

下
宿

よ
そ
の
家
の
部
屋
を
借
り
て

生
活
す
る
こ
と
。
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と
こ
ろ
が
、
夏
休
み
を
終
え
て
九
月
に
入
る
と
、
教
室
へ
出
て
も
足
が
だ
る
く
、
視
力

が
弱
っ
て
、
黒
板
の
数
式
が
読
め
な
い
た
め
、
代だ

い

数す
う

の
成
績
が
下
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
夜
、
復
習
を
し
て
い
て
も
ま
ぶ
た
が
閉
じ
て
し
ま
い
、
両
方
の
親
指
と
人
差
し
指

で
あ
け
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

つ
い
に
は
、
十
二
月
の
は
じ
め
、
利
貞
は
自
ら
自
宅
療り

ょ
う

養よ
う

を
願
い
出
ま
し
た
。
帰
郷
し

て
、あ
ち
こ
ち
の
医
師
に
か
か
り
ま
す
が
、病
状
は
少
し
も
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
日
記
に
は
、

病
名
が
記し

る

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
の
病
名
だ
と
脚か
っ

気け

で
、
そ
の
た
め
に
視
力
が
衰お
と
ろえ
て

い
た
よ
う
で
す
。
脚
気
が
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
欠け

つ

乏ぼ
う

に
よ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
当

時
、
適
当
な
治ち

療り
ょ
う

法
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
利
貞
は
、
三
か
月
の
間
、
自
宅
で
療
養
し

ま
し
た
が
、
一
向
に
体
調
が
回
復
し
な
か
っ
た
た
め
、
退
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

幼
年
会
の
始
ま
り
は
夜
の
お
話
し
会

中
学
校
を
中
退
し
た
利
貞
は
、
昼
間
は
体
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
農
作
業
や
家
の
手
伝

脚
気

ビ
タ
ミ
ン
B1
の
欠け
つ

乏ぼ
う

に
よ
っ

て
、
心
不
全
と
末ま
っ

梢し
ょ
う

神
経
障し
ょ
う

害が
い

を
き
た
す
病
気
。
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や
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ゃ
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の
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を
し
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し
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こ
の
村
の
現
状
を
変
え
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い
く

た
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に
は
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
教
育
し
て
、
村
の
た
め
に
な
る

思
い
や
り
を
持
っ
た
人
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
君
た
ち
は
進
学
し
て
村
を

出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
村
に
残
る
の
は
自
分
だ
け
で

あ
る
。
残
っ
た
自
分
が
子
ど
も
た
ち
を
立り

っ

派ぱ

に
育
て

て
み
せ
る
」
と
、
思
い
を
日
記
に
残
し
て
い
ま
す
。

当※

時
、
子
ど
も
た
ち
は
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
、

学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
忙
し
く
働
い

て
い
ま
し
た
。
利
貞
は
子
ど
も
た
ち
に
時
間
的
余よ
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う

が
あ
る
農の
う

閑か
ん

期き

の
土
曜
の
夜
、
自
分
の
家
で
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夜

の
お
話
し
会
」
を
始
め
ま
し
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。
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は
自
分
が
か

つ
て
幼
い
頃
、
近
所
の
竹
小
父
に
し
て
も
ら
っ
た
よ

う
に
、
楽
し
み
の
少
な
い
村
の
子
ど
も
た
ち
に
お
も

※
当
時
の
座
間
小
学
校
の
就

学
率
（
学
校
に
通
う
子

ど
も
の
割
合
）
は
、
80
％

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

農
閑
期

農
作
業
の
ひ
ま
な
時
。
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子
ど
も
た
ち
の
約
束

　
柿
の
木
の
下
の
誓ち
か

い

み
ん
な
が
仲
良
く
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
柿
の
木
の
下
で

太た
い

鼓こ

を
た
た
い
て
遊
び
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
約
束
を
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
、「
柿
の
木
の
下
の
誓
い
」
と
い
い
ま
す
。

柿
の
木
の
下
の
誓
い

幼
年
会
の
会
報『
さ
ざ
れ
石
』

第
一
号（
昭
和
十
二
年
発
行
）

か
ら
抜
粋
。

こ
の
誓
い
は
日
頃
、
利
貞
が

言
い
聞
か
せ
て
い
た
内
容
で

あ
る
。

こ
の
誓
い
を
も
と
に
幼
年
会

の
会
則
と
し
て
『
六
つ
の
願

い
』
が
成
文
化
さ
れ
た
。

柿
の
木
の
下
の
誓
い
と
い
う

名
前
は
『
三
国
志
演
義
』
の

中
で
主
人
公
た
ち
が
桃
の
木

の
下
で
兄
弟
の
誓
い
を
立
て

た
『
桃
園
の
誓
い
』
を
ま
ね

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
つ
の
願
い

一
意
地
悪
き
事
を
せ
ざ
る

事
。

二
他
人
に
対
し
て
悪
口
を

い
わ
ざ
る
事
。

「
柿
の
木
の
下
の
誓
い
」

こ
れ
か
ら
皆
し
て
仲
よ
く
し
て
、
家
の
方
で
遊
ぶ
時

に
も
、
学
校
で
先
生
の
言
はわ

れ
る
通
り
に
し
よ
う
。

先ま

づ
大
き
い
者
は
小
さ
い
者
を
大
切
に
し
て
可か
わ
い愛
が

る
事
。

小
さ
い
者
は
大
き
い
者
の
言
ふう

こ
と
を
聞
く
事
。

け
ん
か
や
、
悪
い
た
づず

ら
を
し
な
い
事
。
悪
口
を
言

は
ぬ
事
。

柿の木の下で遊びながら自分たちで約束を決めました。
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こ
れ
が
、「
座
間
っ
子
八
つ
の
誓
い
」
の
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
事
に
も
負
け
ず
、
広
が
る
幼
年
会

し
か
し
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
年
）
二
月
の
風
が
強
い
日
、
隣
の
新し
ん

田で
ん

宿じ
ゅ
く

で
火

災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
利
貞
の
住
む

河
原
宿
に
も
飛
び
火
し
て
、
利
貞
の
家
で
も

建
物
や
家
財
道
具
だ
け
で
は
な
く
、
利
貞
が

買
い
集
め
た
本
や
友
だ
ち
か
ら
借
り
て
い
た

大
切
な
本
も
ほ
と
ん
ど
燃
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
会
場
で
あ
る
家
が
焼し

ょ
う

失し
つ

し
た
こ
と
に

よ
り
、
幼
年
会
の
集
ま
り
は
中
断
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
利
貞
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大
事
件
で
し
た
。

三
喧け
ん

嘩か

せ
ざ
る
事
。

四
学
校
に
て
教
え
を
受
け
た
る

事
は
、
郷※

党
の
間
に
お
い
て

も
必
ず
守
る
べ
き
事
。

五
年
少
者
は
年
長
者
を
敬
う
べ

き
事
。

六
年
長
者
は
年
少
者
を
い
た
わ

り
い
つ
く
し
む
べ
き
事
。

※
郷ご
う
と
う党

と
は
、
村
里
の
こ
と
。

「柿の木の下の誓い」を作った子どもたちが
成長したときの記念撮影
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「柿の木の下の誓い」を作った子どもたちが
成長したときの記念撮影
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と
こ
ろ
が
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利
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さ
ん
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自
分
の
家
で
お
話
し
会
を
で
き
な
い
の
な
ら
、
ぜ
ひ
こ
ち

ら
に
来
て
話
し
て
欲
し
い
」
と
、
近
い
地
区
か
ら
も
離
れ
た
地
区
か
ら
も
招
か
れ
て
、
話

を
し
に
出
か
け
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
遠
く
の
地
区
で
、
今
ま
で

利
貞
の
家
ま
で
来
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
小
さ
な
子
も
含
め
て
、
さ
ら
に
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
お
話
し
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
火
事
の
た
め
に
、
か
え
っ
て
幼

年
会
の
活
動
と
利
貞
の
考
え
は
村む

ら

中じ
ゅ
う

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

利
貞
、
教
育
者
の
道
へ

利
貞
は
、進
路
に
つ
い
て
悩な
や

ん
で
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、母
方
の
叔
父
が
訪
ね
て
き
て
、

体
が
弱
い
利
貞
は
農
業
よ
り
教
員
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
す
め
ま
し
た
。

利
貞
は
、
そ
れ
で
も
し
ば
ら
く
悩
み
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
父
か
ら
も
、
教
員

に
な
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
利
貞
は
、「
農
業
を
す
る
よ
り
教
育
者
に

な
る
方
が
自
分
の
力
を
発は

っ

揮き

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
方
が
我
が
家
の
た
め
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に
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の
で
は
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か
。
そ
の
上
、
自
分
の
好
き
な
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問
も
で
き
る
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

明
治
三
十
五
年
（
１
９
０
２
年
）、利
貞
は
、悩
み
ぬ
い
た
末
、教
育
者
へ
の
道
を
決
意
し
、

友
人
に
相
談
し
、
自
分
の
希
望
を
、
当
時
の
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
校
長
先
生
に
伝
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。校
長
先
生
は
、以
前
か
ら
利
貞
の
幼
年
会
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
て
、

利
貞
な
ら
ば
子
ど
も
た
ち
に
深
い
愛
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を
注
ぐ
立
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に
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考
え
、
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貞
を

尋
常
高
等
座
間
小
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の
先
生
に
し
ま
し
た
。
利
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、
十
九
歳
の
時
で
し
た
。

利
貞
は
、「
子
ど
も
た
ち
こ
そ
が
、
将
来
、
理
想
の
座
間
村
を
創つ

く

る
人
材
だ
」
と
い
う
信

念
の
も
と
、
教
え
方
を
工
夫
し
、
子
ど
も
た
ち
に
授
業
や
幼
年
会
活
動
を
通
し
て
自
分
の

考
え
を
伝
え
、
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
そ
う
と
す
る
心
を
育
て
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手
で

や
が
て
、
利
貞
の
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
経
験
を
話
し
た
り
、
お
も
し
ろ
い
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つ
い
て
悩な
や

ん
で
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、母
方
の
叔
父
が
訪
ね
て
き
て
、

体
が
弱
い
利
貞
は
農
業
よ
り
教
員
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
す
め
ま
し
た
。

利
貞
は
、
そ
れ
で
も
し
ば
ら
く
悩
み
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
父
か
ら
も
、
教
員

に
な
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
利
貞
は
、「
農
業
を
す
る
よ
り
教
育
者
に

な
る
方
が
自
分
の
力
を
発は

っ

揮き

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
方
が
我
が
家
の
た
め
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に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
、
自
分
の
好
き
な
学
問
も
で
き
る
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

明
治
三
十
五
年
（
１
９
０
２
年
）、利
貞
は
、悩
み
ぬ
い
た
末
、教
育
者
へ
の
道
を
決
意
し
、

友
人
に
相
談
し
、
自
分
の
希
望
を
、
当
時
の
尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
校
長
先
生
に
伝
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。校
長
先
生
は
、以
前
か
ら
利
貞
の
幼
年
会
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
て
、

利
貞
な
ら
ば
子
ど
も
た
ち
に
深
い
愛
情
を
注
ぐ
立
派
な
先
生
に
な
れ
る
と
考
え
、
利
貞
を

尋
常
高
等
座
間
小
学
校
の
先
生
に
し
ま
し
た
。
利
貞
、
十
九
歳
の
時
で
し
た
。

利
貞
は
、「
子
ど
も
た
ち
こ
そ
が
、
将
来
、
理
想
の
座
間
村
を
創つ

く

る
人
材
だ
」
と
い
う
信

念
の
も
と
、
教
え
方
を
工
夫
し
、
子
ど
も
た
ち
に
授
業
や
幼
年
会
活
動
を
通
し
て
自
分
の

考
え
を
伝
え
、
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
そ
う
と
す
る
心
を
育
て
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手
で

や
が
て
、
利
貞
の
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
経
験
を
話
し
た
り
、
お
も
し
ろ
い
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話
や
た
め
に
な
る
話
を
し
た
り
す
る
子
ど
も
が
出
て

き
ま
し
た
。
夜
の
お
話
し
会
で
は
、
子
ど
も
ど
う
し

が
自
分
た
ち
の
考
え
を
自
分
た
ち
の
言
葉
で
伝
え
合

い
ま
し
た
。

夜
の
お
話
し
会
で
、
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め
は
利
貞
か
ら
本
を

借
り
て
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
も
本
を
買

い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
は
と
て
も
高
価
で
親
が
買
っ
て
く
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
み
ん
な

で
会
費
を
集
め
て
共
同
の
本
を
購こ

う

入に
ゅ
う

し
、
回か
い

覧ら
ん

し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
に

必
要
な
お
金
は
、
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
と
考
え
、
み

下宿幼年会の縄ないと麻糸つなぎの作業
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ん
な
で
協
力
し
て
働
こ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

幼
年
会
で
は
厚
木
の
鳶と

び

尾お

山さ
ん

に
遠
足
に
行
く
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。
こ
の
遠

足
で
相
模
川
を
渡わ

た

る
渡
し
舟ぶ
ね

の
料
金
も
自
分
た
ち
で
稼か
せ

ぎ
、
お
金
が
な
く
て
も
み
ん
な
で

遠
足
に
行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

資
金
を
集
め
る
た
め
、
水
田
耕
作
を
は
じ
め
、
縄な

わ

な
い
、
麻あ
さ
い
と糸
つ
な
ぎ
、
新
聞
配
達
な

ど
の
活
動
を
協
力
し
て
行
い
、
作
っ
た
縄
や
麻
糸
も
売
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
や
経け

い
ざ
い済
の
勉
強
に
も
な
り
、
地
域
の
大

人
た
ち
も
や
さ
し
く
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

資
金
を
得
る
だ
け
で
な
く
「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
利
貞
の
願
い
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
、
村
の
中
心
を
通
る
道
に
カ
ン
を
置
き
、
こ
れ
に

下げ

駄た

の
鼻は
な

緒お

が
切
れ
た
と
き
修
理
で
き
る
道
具
と
鼻
緒
に
す
る
布
、
雪
の
日
に
下
駄
に
つ

い
た
雪
を
か
き
取
る
た
め
の
棒
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
と
村
の
人

の
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

鳶
尾
山

厚
木
市
か
ら
愛
川
町
に
か
け

て
続
く
低
い
丘
陵
地
帯
に
あ

る
山
。

縄
な
い

わ
ら
を
手
の
ひ
ら
で
ね
じ
っ

て
縄
を
作
る
こ
と
。

麻
糸
つ
な
ぎ

植
物
の
麻
か
ら
と
っ
た
繊せ
ん

維い

を
つ
な
い
で
糸
を
作
る
作

業
。
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え
た
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

鳶
尾
山

厚
木
市
か
ら
愛
川
町
に
か
け

て
続
く
低
い
丘
陵
地
帯
に
あ

る
山
。

縄
な
い

わ
ら
を
手
の
ひ
ら
で
ね
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っ

て
縄
を
作
る
こ
と
。

麻
糸
つ
な
ぎ

植
物
の
麻
か
ら
と
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た
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を
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い
で
糸
を
作
る
作

業
。

郷土の先人に学ぶB5.indd   19 2017/01/25   14:07:33



18鈴木利貞

話
や
た
め
に
な
る
話
を
し
た
り
す
る
子
ど
も
が
出
て

き
ま
し
た
。
夜
の
お
話
し
会
で
は
、
子
ど
も
ど
う
し

が
自
分
た
ち
の
考
え
を
自
分
た
ち
の
言
葉
で
伝
え
合

い
ま
し
た
。

夜
の
お
話
し
会
で
、
本
を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め
は
利
貞
か
ら
本
を

借
り
て
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
も
本
を
買

い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
は
と
て
も
高
価
で
親
が
買
っ
て
く
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
み
ん
な

で
会
費
を
集
め
て
共
同
の
本
を
購こ

う

入に
ゅ
う

し
、
回か
い

覧ら
ん

し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
活
動
に

必
要
な
お
金
は
、
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
と
考
え
、
み

下宿幼年会の縄ないと麻糸つなぎの作業
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ん
な
で
協
力
し
て
働
こ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

幼
年
会
で
は
厚
木
の
鳶と

び

尾お

山さ
ん

に
遠
足
に
行
く
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。
こ
の
遠

足
で
相
模
川
を
渡わ

た

る
渡
し
舟ぶ
ね

の
料
金
も
自
分
た
ち
で
稼か
せ

ぎ
、
お
金
が
な
く
て
も
み
ん
な
で

遠
足
に
行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

資
金
を
集
め
る
た
め
、
水
田
耕
作
を
は
じ
め
、
縄な

わ

な
い
、
麻あ
さ
い
と糸
つ
な
ぎ
、
新
聞
配
達
な

ど
の
活
動
を
協
力
し
て
行
い
、
作
っ
た
縄
や
麻
糸
も
売
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
や
経け

い
ざ
い済
の
勉
強
に
も
な
り
、
地
域
の
大

人
た
ち
も
や
さ
し
く
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

資
金
を
得
る
だ
け
で
な
く
「
自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
良
く
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
利
貞
の
願
い
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
、
村
の
中
心
を
通
る
道
に
カ
ン
を
置
き
、
こ
れ
に

下げ

駄た

の
鼻は
な

緒お

が
切
れ
た
と
き
修
理
で
き
る
道
具
と
鼻
緒
に
す
る
布
、
雪
の
日
に
下
駄
に
つ

い
た
雪
を
か
き
取
る
た
め
の
棒
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
と
村
の
人

の
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。

鳶
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山

厚
木
市
か
ら
愛
川
町
に
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け

て
続
く
低
い
丘
陵
地
帯
に
あ

る
山
。

縄
な
い

わ
ら
を
手
の
ひ
ら
で
ね
じ
っ

て
縄
を
作
る
こ
と
。

麻
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つ
な
ぎ

植
物
の
麻
か
ら
と
っ
た
繊せ
ん
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を
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で
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業
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や
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い
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、
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山
。
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を
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の
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じ
っ
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。
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植
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の
麻
か
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っ
た
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で
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を
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作
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20鈴木利貞

そ
の
頃
、
隣と
な
り

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
誘さ
そ

い
合
わ
せ
て
登
校
す
る
、
と
い
う
形
で
自
然
に

集
団
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
長
者
が
年
少
者
を
い
た
わ
る
と
い
う
幼
年
会
の
教
え
が

身
に
つ
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
に
「
上
級
生
は
下
級
生
の
め
ん
ど
う
を
み
よ
う
」

「
下
級
生
は
上
級
生
の
指
示
に
し
た
が
い
、
け
ん
か
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
話

し
合
い
ま
し
た
。

利
貞
は
、
四よ

つ

や
ッ
谷
の
女
子
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
実じ
つ

践せ
ん

し
て
い
た
「
通つ
う

学が
く

心こ
こ
ろ

得え

」
に
着

目
し
ま
し
た
。

通
学
心
得

（
１
）

　言葉
遣づ
か

い
に
気
を
つ
け
る

（
２
）

　無
む

だ駄
遣
い
を
し
な
い

（
３
）

　登下
校
時
に
は
学
校
の
出で

来き

事ご
と

を
話
し
、
み
ん
な
で
学
校
で
習
っ
た
歌
を

歌
う
こ
と
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21 心豊かな教育を目指した幼年会

（
４
）
雨
や
雪
の
日
等
に
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
な
い
よ
う
に
日
頃ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と

（
５
）
暴
風
や
雷

か
み
な
りの

時
、
上
級
生
が
指さ
し

図ず

す
る
ま
で
学
校
に
控ひ
か

え
て
い
る
こ
と

（
６
）
学
校
で
は
、
先
生
の
教
え
に
従
い
、
家
で
は
父
母
や
年
上
の
者
の
言
葉
に

従し
た
が

う
こ
と

こ
の
通
学
心
得
は
、
村
内
全
域
に
も
広
ま
り
、
や
が
て
各
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
利
貞
や
座
間
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）、
子

ど
も
た
ち
の
自じ

ち治
を
育
て
る
「
組く
み

長ち
ょ
う

制せ
い

度ど

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
長
制
度
は
、
教
師
の

指
導
と
は
別
に
、
学
級
の
組
長
や
通
学
班は

ん

の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
を
指
導
し
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

自
治

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
身
で

処
理
し
、
治
め
る
こ
と
。
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そ
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、
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に
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級
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を
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級
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は
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生
の
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に
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、
け
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か
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ど
を
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に
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と
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た
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は
、
四よ
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や
ッ
谷
の
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子
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
実じ
つ

践せ
ん

し
て
い
た
「
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う

学が
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に
着

目
し
ま
し
た
。

通
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（
１
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言
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に
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を
つ
け
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（
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遣
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な
い

（
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登
下
校
時
に
は
学
校
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出で

来き

事ご
と

を
話
し
、
み
ん
な
で
学
校
で
習
っ
た
歌
を

歌
う
こ
と
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（
４
）
雨
や
雪
の
日
等
に
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
な
い
よ
う
に
日
頃ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と

（
５
）
暴
風
や
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か
み
な
りの

時
、
上
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が
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で
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に
控ひ
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の
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、
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に
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、
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小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）、
子

ど
も
た
ち
の
自じ

ち治
を
育
て
る
「
組く
み

長ち
ょ
う

制せ
い

度ど

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
長
制
度
は
、
教
師
の

指
導
と
は
別
に
、
学
級
の
組
長
や
通
学
班は

ん

の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
を
指
導
し
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

自
治

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
身
で

処
理
し
、
治
め
る
こ
と
。
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そ
の
頃
、
隣と
な
り

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
誘さ
そ

い
合
わ
せ
て
登
校
す
る
、
と
い
う
形
で
自
然
に

集
団
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
長
者
が
年
少
者
を
い
た
わ
る
と
い
う
幼
年
会
の
教
え
が

身
に
つ
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
に
「
上
級
生
は
下
級
生
の
め
ん
ど
う
を
み
よ
う
」

「
下
級
生
は
上
級
生
の
指
示
に
し
た
が
い
、
け
ん
か
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
話

し
合
い
ま
し
た
。

利
貞
は
、
四よ

つ

や
ッ
谷
の
女
子
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
実じ
つ

践せ
ん

し
て
い
た
「
通つ
う

学が
く

心こ
こ
ろ

得え

」
に
着

目
し
ま
し
た
。

通
学
心
得

（
１
）
言
葉
遣づ
か

い
に
気
を
つ
け
る

（
２
）
無む

だ駄
遣
い
を
し
な
い

（
３
）
登
下
校
時
に
は
学
校
の
出で

来き

事ご
と

を
話
し
、
み
ん
な
で
学
校
で
習
っ
た
歌
を

歌
う
こ
と
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（
４
）
雨
や
雪
の
日
等
に
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
な
い
よ
う
に
日
頃ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と

（
５
）
暴
風
や
雷

か
み
な
りの

時
、
上
級
生
が
指さ
し

図ず

す
る
ま
で
学
校
に
控ひ
か

え
て
い
る
こ
と

（
６
）
学
校
で
は
、
先
生
の
教
え
に
従
い
、
家
で
は
父
母
や
年
上
の
者
の
言
葉
に

従し
た
が

う
こ
と

こ
の
通
学
心
得
は
、
村
内
全
域
に
も
広
ま
り
、
や
が
て
各
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
利
貞
や
座
間
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）、
子

ど
も
た
ち
の
自じ

ち治
を
育
て
る
「
組く
み

長ち
ょ
う

制せ
い

度ど

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
長
制
度
は
、
教
師
の

指
導
と
は
別
に
、
学
級
の
組
長
や
通
学
班は

ん

の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
を
指
導
し
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

自
治

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
身
で

処
理
し
、
治
め
る
こ
と
。
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そ
の
頃
、
隣と
な
り

近
所
の
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ど
も
た
ち
が
誘さ
そ

い
合
わ
せ
て
登
校
す
る
、
と
い
う
形
で
自
然
に

集
団
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
長
者
が
年
少
者
を
い
た
わ
る
と
い
う
幼
年
会
の
教
え
が

身
に
つ
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
に
「
上
級
生
は
下
級
生
の
め
ん
ど
う
を
み
よ
う
」

「
下
級
生
は
上
級
生
の
指
示
に
し
た
が
い
、
け
ん
か
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
話

し
合
い
ま
し
た
。

利
貞
は
、
四よ

つ

や
ッ
谷
の
女
子
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
実じ
つ

践せ
ん

し
て
い
た
「
通つ
う

学が
く

心こ
こ
ろ

得え

」
に
着

目
し
ま
し
た
。

通
学
心
得

（
１
）
言
葉
遣づ
か

い
に
気
を
つ
け
る

（
２
）
無む

だ駄
遣
い
を
し
な
い

（
３
）
登
下
校
時
に
は
学
校
の
出で

来き

事ご
と

を
話
し
、
み
ん
な
で
学
校
で
習
っ
た
歌
を

歌
う
こ
と
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（
４
）
雨
や
雪
の
日
等
に
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
な
い
よ
う
に
日
頃ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と

（
５
）
暴
風
や
雷

か
み
な
りの
時
、
上
級
生
が
指さ
し

図ず

す
る
ま
で
学
校
に
控ひ
か

え
て
い
る
こ
と

（
６
）
学
校
で
は
、
先
生
の
教
え
に
従
い
、
家
で
は
父
母
や
年
上
の
者
の
言
葉
に

従し
た
が

う
こ
と

こ
の
通
学
心
得
は
、
村
内
全
域
に
も
広
ま
り
、
や
が
て
各
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
利
貞
や
座
間
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）、
子

ど
も
た
ち
の
自じ

ち治
を
育
て
る
「
組く
み

長ち
ょ
う

制せ
い

度ど

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
長
制
度
は
、
教
師
の

指
導
と
は
別
に
、
学
級
の
組
長
や
通
学
班は

ん

の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
を
指
導
し
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

自
治

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
身
で

処
理
し
、
治
め
る
こ
と
。
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そ
の
頃
、
隣と
な
り

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
誘さ
そ

い
合
わ
せ
て
登
校
す
る
、
と
い
う
形
で
自
然
に

集
団
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
長
者
が
年
少
者
を
い
た
わ
る
と
い
う
幼
年
会
の
教
え
が

身
に
つ
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
に
「
上
級
生
は
下
級
生
の
め
ん
ど
う
を
み
よ
う
」

「
下
級
生
は
上
級
生
の
指
示
に
し
た
が
い
、
け
ん
か
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
話

し
合
い
ま
し
た
。

利
貞
は
、
四よ

つ

や
ッ
谷
の
女
子
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
実じ
つ

践せ
ん

し
て
い
た
「
通つ
う

学が
く

心こ
こ
ろ

得え

」
に
着

目
し
ま
し
た
。

通
学
心
得

（
１
）
言
葉
遣づ
か

い
に
気
を
つ
け
る

（
２
）
無む

だ駄
遣
い
を
し
な
い

（
３
）
登
下
校
時
に
は
学
校
の
出で

来き

事ご
と

を
話
し
、
み
ん
な
で
学
校
で
習
っ
た
歌
を

歌
う
こ
と
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（
４
）

　雨や
雪
の
日
等
に
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
な
い
よ
う
に
日
頃ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と

（
５
）

　暴風
や
雷

か
み
な
りの

時
、
上
級
生
が
指さ
し

図ず

す
る
ま
で
学
校
に
控ひ
か

え
て
い
る
こ
と

（
６
）

　学校
で
は
、
先
生
の
教
え
に
従
い
、
家
で
は
父
母
や
年
上
の
者
の
言
葉
に

従し
た
が

う
こ
と

こ
の
通
学
心
得
は
、
村
内
全
域
に
も
広
ま
り
、
や
が
て
各
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
利
貞
や
座
間
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）、
子

ど
も
た
ち
の
自じ

ち治
を
育
て
る
「
組く
み

長ち
ょ
う

制せ
い

度ど

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
長
制
度
は
、
教
師
の

指
導
と
は
別
に
、
学
級
の
組
長
や
通
学
班は

ん

の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
を
指
導
し
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

自
治

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
身
で

処
理
し
、
治
め
る
こ
と
。
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そ
の
頃
、
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所
の
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も
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が
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そ
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せ
て
登
校
す
る
、
と
い
う
形
で
自
然
に

集
団
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
長
者
が
年
少
者
を
い
た
わ
る
と
い
う
幼
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会
の
教
え
が

身
に
つ
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
に
「
上
級
生
は
下
級
生
の
め
ん
ど
う
を
み
よ
う
」

「
下
級
生
は
上
級
生
の
指
示
に
し
た
が
い
、
け
ん
か
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
話

し
合
い
ま
し
た
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利
貞
は
、
四よ

つ

や
ッ
谷
の
女
子
が
自
分
た
ち
で
作
成
し
実じ
つ

践せ
ん

し
て
い
た
「
通つ
う

学が
く

心こ
こ
ろ

得え

」
に
着

目
し
ま
し
た
。

通
学
心
得

（
１
）
言
葉
遣づ
か

い
に
気
を
つ
け
る

（
２
）
無む

だ駄
遣
い
を
し
な
い

（
３
）
登
下
校
時
に
は
学
校
の
出で

来き

事ご
と

を
話
し
、
み
ん
な
で
学
校
で
習
っ
た
歌
を

歌
う
こ
と
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（
４
）
雨
や
雪
の
日
等
に
下
駄
の
鼻
緒
が
切
れ
な
い
よ
う
に
日
頃ご
ろ

か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と

（
５
）
暴
風
や
雷

か
み
な
りの

時
、
上
級
生
が
指さ
し

図ず

す
る
ま
で
学
校
に
控ひ
か

え
て
い
る
こ
と

（
６
）
学
校
で
は
、
先
生
の
教
え
に
従
い
、
家
で
は
父
母
や
年
上
の
者
の
言
葉
に

従し
た
が

う
こ
と

こ
の
通
学
心
得
は
、
村
内
全
域
に
も
広
ま
り
、
や
が
て
各
地
域
に
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
利
貞
や
座
間
小
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
年
）、
子

ど
も
た
ち
の
自じ

ち治
を
育
て
る
「
組く
み

長ち
ょ
う

制せ
い

度ど

」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
長
制
度
は
、
教
師
の

指
導
と
は
別
に
、
学
級
の
組
長
や
通
学
班は

ん

の
組
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
児

童
生
徒
を
指
導
し
て
い
く
体
制
の
こ
と
で
す
。

自
治

自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
身
で

処
理
し
、
治
め
る
こ
と
。
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先
生
も
驚お
ど
ろく
す
ば
ら
し
い
活
動

座
間
村
全
域
に
十
一
の
幼
年
会
が
で
き
ま
し
た
。
大
正
九
年
（
１
９
２
０
年
）、
そ
の
中

の
一
つ
、
皆み

な

原ば
ら

幼
年
会
の
会
合
に
出
席
し
た
一
人
の
先
生
の
日
記
に
、
当
時
の
幼
年
会
会

員
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

組
長
か
ら
「
今
晩
談
話
会
を
開
き
ま
す
か
ら
幼
年
倶く

ら

ぶ
楽
部
へ
お
い
で
下
さ
い
」
と

申
し
出
が
あ
っ
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
五
～
六
十
人
の
子
ど
も
が
唱し

よ
う

歌か

な
ど
を
歌
っ

て
い
た
が
、
女
の
組
長
の
声
で
静
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
出で

迎む
か

え
た
の
は
上
級
の
女
生

徒
た
ち
で
、
帽ぼ

う

子し

や
外が
い

套と
う

、
履は
き

物も
の

の
世
話
な
ど
大
人
の
大
切
な
客
を
迎
え
る
の
と
同

じ
よ
う
で
あ
る
。
男
子
の
組
長
は
席
を
立
っ
て
座ざ

に
招
じ
、
男
女
と
も
に
「
先
生
、

今
晩
は
ま
こ
と
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

が
あ
り
そ
の
間
に
女
の
子
が

手
あ
ぶ
り
火ひ

鉢ば
ち

を
出
す
。
茶さ

菓か

を
運
ん
で
先
生
を
も
て
な
す
。
男
子
の
組
長
へ
も「
み

な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
」と
お
茶
を
す
す
め
、菓
子
を
は
さ
む
。
や
が
て
男
子
の
組
長
が「
先

幼
年
倶
楽
部

人
々
が
団
体
を
作
っ
て
社
会

的
な
活
動
を
行
う
に
は
、
そ

の
た
め
の
場
所
が
必
要
に
な

る
。
幼
年
倶
楽
部
は
そ
の
た

め
の
施
設
で
あ
る
。

外
套

防
寒
の
た
め
服
の
上
に
着
る

衣
類
コ
ー
ト
。

手
あ
ぶ
り
火
鉢

部
屋
全
体
で
は
な
く
、
手
だ

け
を
温
め
る
た
め
の
小
さ
な

火
鉢
。

菓
子
を
は
さ
む

菓
子
を
て
い
ね
い
に「
は
し
」

で
は
さ
み
、
さ
し
だ
す
。
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生
、
私
た
ち
が
組
長
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ
と
い
っ
た
事
業
も
せ
ず
に
卒
業
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
何
か
私
た
ち
で
で
き
る
仕
事
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
い
、
さ
ら

に
「
こ
れ
が
幼
年
会
の
記
録
で
、こ
れ
が
基
本
財
産
の
通
帳
で
す
。
他
に
今
年
度
（
大

正
九
年
）
に
作
っ
た
お
金
が
五
円
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
何
か
役
に
立
つ
仕
事
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
う
。
組
長
は
残
っ
て
「
何
か
役
に
立
つ
仕
事
」
に
つ
い
て

話
し
合
う
。
あ
ま
り
に
行
き
届と

ど

き
す
ぎ
て
い
る
の
で
「
ど
う
し
て
作
っ
た
お
金
で
す

か
」
と
聞
く
。「
み
ん
な
で
縄
を
な
っ
た
り
麻
糸
つ
な
ぎ
を
し
て
作
り
ま
し
た
」
と
言

う
。
先
ほ
ど
か
ら
少
な
か
ら
ず
感
じ
入
っ
て
い
た
先
生
は
、
感
想
を
述
べ
、「
後
は
み

ん
な
で
談
話
会
を
し
な
さ
い
」
と
だ
け
言
っ
た
。
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
次
々
に
出
て

き
て
恥は

ず
か
し
が
ら
ず
に
歌
っ
た
り
、お
と
ぎ
話
を
し
た
り
す
る
。
ひ
と
通
り
終
わ
っ

て
散
会
す
る
と
、
小
さ
い
子
を
先
頭
に
何
の
混こ

ん
ら
ん乱
も
な
く
整
然
と
帰
っ
て
い
く
。

基
本
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も
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ら
し
い
活
動
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間
村
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域
に
十
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の
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が
で
き
ま
し
た
。
大
正
九
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（
１
９
２
０
年
）、
そ
の
中

の
一
つ
、
皆み
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の
先
生
の
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当
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の
幼
年
会
会

員
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
よ
く
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て
い
ま
す
。

組
長
か
ら
「
今
晩
談
話
会
を
開
き
ま
す
か
ら
幼
年
倶く

ら

ぶ
楽
部
へ
お
い
で
下
さ
い
」
と

申
し
出
が
あ
っ
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
五
～
六
十
人
の
子
ど
も
が
唱し

よ
う

歌か

な
ど
を
歌
っ

て
い
た
が
、
女
の
組
長
の
声
で
静
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
出で

迎む
か

え
た
の
は
上
級
の
女
生

徒
た
ち
で
、
帽ぼ

う

子し

や
外が
い

套と
う

、
履は
き

物も
の

の
世
話
な
ど
大
人
の
大
切
な
客
を
迎
え
る
の
と
同

じ
よ
う
で
あ
る
。
男
子
の
組
長
は
席
を
立
っ
て
座ざ

に
招
じ
、
男
女
と
も
に
「
先
生
、

今
晩
は
ま
こ
と
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

が
あ
り
そ
の
間
に
女
の
子
が

手
あ
ぶ
り
火ひ

鉢ば
ち

を
出
す
。
茶さ

菓か

を
運
ん
で
先
生
を
も
て
な
す
。
男
子
の
組
長
へ
も「
み

な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
」と
お
茶
を
す
す
め
、菓
子
を
は
さ
む
。
や
が
て
男
子
の
組
長
が「
先

幼
年
倶
楽
部

人
々
が
団
体
を
作
っ
て
社
会

的
な
活
動
を
行
う
に
は
、
そ

の
た
め
の
場
所
が
必
要
に
な

る
。
幼
年
倶
楽
部
は
そ
の
た

め
の
施
設
で
あ
る
。

外
套

防
寒
の
た
め
服
の
上
に
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る

衣
類
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。
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火
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部
屋
全
体
で
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く
、
手
だ

け
を
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る
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め
の
小
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火
鉢
。

菓
子
を
は
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を
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ね
い
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で
は
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み
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生
、
私
た
ち
が
組
長
に
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っ
て
か
ら
、
こ
れ
と
い
っ
た
事
業
も
せ
ず
に
卒
業
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
何
か
私
た
ち
で
で
き
る
仕
事
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
い
、
さ
ら

に
「
こ
れ
が
幼
年
会
の
記
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で
、こ
れ
が
基
本
財
産
の
通
帳
で
す
。
他
に
今
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度
（
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に
作
っ
た
お
金
が
五
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あ
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す
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こ
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で
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で
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と
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は
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と
言
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じ
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っ
て
い
た
先
生
は
、
感
想
を
述
べ
、「
後
は
み

ん
な
で
談
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会
を
し
な
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い
」
と
だ
け
言
っ
た
。
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
次
々
に
出
て

き
て
恥は

ず
か
し
が
ら
ず
に
歌
っ
た
り
、お
と
ぎ
話
を
し
た
り
す
る
。
ひ
と
通
り
終
わ
っ

て
散
会
す
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と
、
小
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を
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の
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も
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だ
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み
、
さ
し
だ
す
。

郷土の先人に学ぶB5.indd   22 2017/01/25   14:07:33

23 心豊かな教育を目指した幼年会

生
、
私
た
ち
が
組
長
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
れ
と
い
っ
た
事
業
も
せ
ず
に
卒
業
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
何
か
私
た
ち
で
で
き
る
仕
事
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
い
、
さ
ら

に
「
こ
れ
が
幼
年
会
の
記
録
で
、こ
れ
が
基
本
財
産
の
通
帳
で
す
。
他
に
今
年
度
（
大

正
九
年
）
に
作
っ
た
お
金
が
五
円
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
何
か
役
に
立
つ
仕
事
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
言
う
。
組
長
は
残
っ
て
「
何
か
役
に
立
つ
仕
事
」
に
つ
い
て

話
し
合
う
。
あ
ま
り
に
行
き
届と

ど

き
す
ぎ
て
い
る
の
で
「
ど
う
し
て
作
っ
た
お
金
で
す

か
」
と
聞
く
。「
み
ん
な
で
縄
を
な
っ
た
り
麻
糸
つ
な
ぎ
を
し
て
作
り
ま
し
た
」
と
言

う
。
先
ほ
ど
か
ら
少
な
か
ら
ず
感
じ
入
っ
て
い
た
先
生
は
、
感
想
を
述
べ
、「
後
は
み

ん
な
で
談
話
会
を
し
な
さ
い
」
と
だ
け
言
っ
た
。
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
次
々
に
出
て

き
て
恥は

ず
か
し
が
ら
ず
に
歌
っ
た
り
、お
と
ぎ
話
を
し
た
り
す
る
。
ひ
と
通
り
終
わ
っ

て
散
会
す
る
と
、
小
さ
い
子
を
先
頭
に
何
の
混こ

ん
ら
ん乱
も
な
く
整
然
と
帰
っ
て
い
く
。

基
本
財
産

こ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち
が
働

い
て
稼
い
だ
、
幼
年
会
が
持

つ
財
産
。

五
円

現
在
の
お
金
に
換
算
す
る
と

数
千
円
～
一
万
円
ほ
ど
。
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申
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。
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て
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、
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24鈴木利貞

利
貞
の
後
半
生

大
正
十
二
年
（
１
９
２
３
年
）、
関
東
大
震
災
の
影
響
で
中
学
校
の
教
員
が
不
足
し
た
た

め
、
利
貞
は
推す

い
せ
ん薦

さ
れ
て
、
大
正
十
三
年
に
神
奈
川
県
立
厚
木
中
学
校
（
現
在
の
県
立
厚

木
高
校
）
に
勤つ

と

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
勤き
ん

務む

先
は
変
わ
っ
て
も
利
貞
は
幼
年
会
を
支

援
し
続
け
ま
し
た
。
利
貞
が
去
っ
た
後
の
座
間
尋
常
高
等
小
学
校
に
は
、
利
貞
の
県
立
厚

木
中
学
校
で
の
教
え
子
が
赴
任
し
、
幼
年
会
の
機
関
誌
を
発
行
さ
せ
る
な
ど
、
幼
年
会
活

動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
ま
し
た
。

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
年
）、
利
貞

は
青
少
年
教
育
功
労
者
と
し
て
、
高

松
ミ
キ
と
と
も
に
県
知
事
表ひ

ょ
う
し
ょ
う彰
を

受
け
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
（
１
９
３
８
年
）、
利

貞
は
勤
め
て
い
た
県
立
厚
木
中
学
校

高
松
ミ
キ

利
貞
の
教
え
子
。

幼
年
会
出
身
で
、
座
間
女
子

青
年
会
の
指
導
者
。

昭和 2年（1927年）
県知事表彰を受けた鈴木利貞と高松ミキ
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25 心豊かな教育を目指した幼年会

で
気
分
が
悪
く
な
っ
て
早
退
し
ま
し
た
が
、
そ
の
帰
り
道
に
倒た
お

れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま

し
た
。
五
十
五
歳
で
し
た
。
葬そ

う

儀ぎ

の
際
、
参
列
者
は
宗そ
う

仲ち
ゅ
う

寺じ

か
ら
利
貞
の
家
ま
で
続
く
ほ

ど
の
人
数
で
し
た
。
実
に
、
多
く
の
人
々
に
慕し

た

わ
れ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
す
。

今
も
受
け
継つ

が
れ
る
利
貞
の
お
も
い

そ
の
後
、
利
貞
と
と
も
に
幼
年
会
を
育
て
て
き
た
教
師
の
多
く
が
異い

動ど
う

で
座
間
小
学
校

を
去
り
、
さ
ら
に
す
べ
て
が
戦
争
へ
と
動
員
さ
れ
て
い
く
中
、
幼
年
会
を
支
え
て
き
た
青

年
た
ち
も
出

し
ゅ
っ

征せ
い

す
る
な
ど
、
幼
年
会
の
活
動
は
急
速
に
衰
え
、
つ
い
に
終
わ
り
を
迎
え
ま

し
た
。
し
か
し
幼
年
会
を
通
し
て
学
ん
だ
人
た
ち
が
大
人
に
な
り
、
利
貞
が
思
い
描え

が

い
て

い
た
理
想
を
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
た
。

戦
時
中
、
座
間
町
は
、
近
隣
の
町
や
村
と
合が

っ
ぺ
い併
し
て
相
模
原
町
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
戦
後
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、

昭
和
二
十
三
年
（
１
９
４
８
年
）
に
座
間
町
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

宗
仲
寺

現
在
の
座
間
市
座
間
一
丁
目

に
あ
る
寺
院
。

出
征

兵
士
に
な
り
、
軍
隊
に
加

わ
っ
て
戦
地
に
行
く
こ
と
。
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が
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の
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い
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の
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の
多
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で
座
間
小
学
校

を
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、
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戦
争
へ
と
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員
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て
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中
、
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え
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た
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な
ど
、
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の
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動
は
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迎
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ま
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。
し
か
し
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を
通
し
て
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だ
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が
大
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に
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、
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が
思
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描え

が
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て
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た
理
想
を
受
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継
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で
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中
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は
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の
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や
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っ
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の
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に
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が
、
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後
、
自
分
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ち
の
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は
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で
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い
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と
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運
が
高
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、
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和
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に
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と
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貞
の
後
半
生
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９
２
３
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関
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で
中
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た
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中
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（
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立
厚
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校
）
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と

め
る
こ
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に
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り
ま
し
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。
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先
は
変
わ
っ
て
も
利
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は
幼
年
会
を
支

援
し
続
け
ま
し
た
。
利
貞
が
去
っ
た
後
の
座
間
尋
常
高
等
小
学
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に
は
、
利
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の
県
立
厚

木
中
学
校
で
の
教
え
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が
赴
任
し
、
幼
年
会
の
機
関
誌
を
発
行
さ
せ
る
な
ど
、
幼
年
会
活

動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
ま
し
た
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昭
和
二
年
（
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９
２
７
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利
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は
青
少
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教
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功
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と
し
て
、
高

松
ミ
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と
と
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に
県
知
事
表ひ
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う
し
ょ
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を
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け
ま
し
た
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９
３
８
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）、
利

貞
は
勤
め
て
い
た
県
立
厚
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中
学
校

高
松
ミ
キ

利
貞
の
教
え
子
。

幼
年
会
出
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で
、
座
間
女
子

青
年
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の
指
導
者
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れ
が
現
在
の
座
間
市
の
前
身
で
す
。
そ
の

運
動
に
も
幼
年
会
の
精
神
の
影
響
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
後
に
な
っ
て
文
部
省
か
ら
全
国
に
公

民
館
を
つ
く
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
時
、

公
民
館
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
わ
か
ら
な

い
人
が
多
か
っ
た
中
で
、
幼
年
会
出
身
の

人
々
は
「
幼
年
倶
楽
部
の
大
き
い
も
の
を

作
れ
ば
い
い
の
で
す
ね
」と
共
通
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

町
に
は
た
ら
き
か
け
、
男
女
、
家
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
仕
事
を
分ぶ

ん
た
ん担
し
、

昭
和
二
十
九
年
（
１
９
５
４
年
）
に
神
奈

幼
年
倶
楽
部

22
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

河原宿幼年会の幼年倶楽部　右端に収穫した米の俵がある
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27 心豊かな教育を目指した幼年会

川
県
内
で
初
の
す
ば
ら
し
い
公
民
館
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
の
地
域
ご
と

に
子
ど
も
会
が
結
成
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
指
導
者
の
多
く
は
幼
年
会
出
身
者
で
、
幼
年
会

の
よ
き
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
谷や

と戸
山や
ま

の
土
地
が
売
ら
れ
て
森
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
く
な
っ
た

と
き
、
自
然
や
歴
史
を
子し

孫そ
ん

に
残
す
た
め
に
公

園
に
し
よ
う
と
は
た
ら
き
か
け
た
人
た
ち
の
中

心
に
も
、
幼
年
会
出
身
者
が
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
利
貞
と
と
も
に
こ
の
地
を
歩
き
、
水
や
そ
の

水
源
を
育は

ぐ
くむ
森
の
大
切
さ
、
そ
こ
に
伝
わ
る
歴

史
の
意
味
な
ど
を
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
お
か
げ
で
谷
戸
山
の
森
や
泉
、
昔
の
ま
ま

の
道
な
ど
は
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
と
し
て
残

さ
れ
、
市
民
の
憩い

こ

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

座
間
町
公
民
館

当
時
、
座
間
二
八
八
〇
に
建
て

ら
れ
た
が
、
平
成
八
年
十
一

月
に
入
谷
一
ー
三
〇
九
七
に

新
館
が
建
て
ら
れ
、
移
設
し

た
。

谷
戸
山

座
間
市
立
図
書
館
西
方
に
あ

る
谷
と
、そ
の
周
辺
の
森
林
。

谷
戸
と
は
、
台
地
に
入
り
込

ん
だ
谷
の
こ
と
を
言
う
。

完成したばかりの座間町公民館
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自
分
た
ち
の
手
で
地
域
を
よ
く
し
て
い
こ
う
、
地

域
の
た
め
に
役
に
立
と
う
と
い
う
利
貞
の
思
い
や
願

い
は
、
教
育
尊そ

ん

重ち
ょ
う

の
町
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
、

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
へ
と
、
わ
た

し
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
今
の
子
ど
も

た
ち
が
我
が
郷
土
「
座
間
」
に
誇ほ

こ

り
を
持
ち
、
こ
の

高
い
志
を
さ
ら
に
将し

ょ
う

来ら
い

に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

水鳥の池県立座間谷戸山公園　田んぼ
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